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中田慎一郎教授

『阪大全学向け新サービス
ゲノム編集サポート事業の紹介』

『CRISPR関連製品の紹介』

◆問い合わせ先◆
附属共同研 ゲノム編集センター (担当:吉見 内線:3695・寺尾 内線:3890)

E-mail: gerdcstaff@ctrlab.med.osaka-u.ac.jp

16:00～16:45

16:45～16:55

16:55～17:15

Sigma Aldrich Japan

『ニックによるindel発生頻度が低いゲノム編集法』

申込不要です。ぜひご参加ください。

大阪大学大学院医学系研究科附属共同研ゲノム編集センター

寺尾由里技術職員

杉本義久氏

Genome Editing Research and Development (R&D) Center 平成30年3月12日

CRISPR/Cas9システムは、簡便かつ汎用性の高いゲノム編集です。Cas9を用いた
ゲノム編集では、多くの場合、ゲノム上の標的部位でDNA2本鎖を切断し、元々細胞
に備わったDNA修復機構によりゲノムの書き換えを行います。DNA損傷を発生させな

い場合と比べ、ゲノム編集効率は飛躍的に上昇しました。これにより、遺伝性疾患の
遺伝子変異自体を修正する遺伝子治療も現時的になってきました。一方、DNA2本鎖
切断部位では、ヌクレオチド挿入・欠失(indel)変異を伴うDNA修復が起こりやすいた
め、Cas9を用いたゲノム編集では新たな遺伝子変異が高頻度に発生します。これは、
安全性が求められる遺伝子・細胞治療への応用という観点では不利な特徴です。
もし、DNA2本鎖切断を発生させずに効率的にゲノム編集が行える手法を開発できれ

ば、この問題を回避することができるかもしれません。今回の発表では、当講座で開
発した、標的遺伝子とドナープラスミドに1カ所ずつニックを入れるゲノム編集法
「SNGD法（A combination of single nicks in the target gene and donor plasmid法）」によ
るヌクレオチド置換法の特徴とその開発プロセスについてご紹介します。

真下知士准教授

座長

大阪大学大学院医学系研究科附属共同研ゲノム編集センター

GERDC



阪大全学向け新サービス

Genome Editing Research and Development (R&D) Center 平成30年3月12日

◆問い合わせ先◆
附属共同研 ゲノム編集センター (担当:吉見 内線:3695・寺尾 内線:3890)

E-mail: order@ctrlab.med.osaka-u.ac.jp

大阪大学大学院医学系研究科附属共同研ゲノム編集センターで
は大阪大学におけるゲノム編集研究をサポートいたします。
Thermo Fisher ScientificおよびSigma-Aldrichと提携し、
技術的支援と関連試薬の特別価格での提供をおこないます。

本サービスは共同研究実習センターMyPageからご利用いただ
けます。詳細は以下のURLからご確認ください。

http://www2.med.osaka-u.ac.jp/ctrlab/mypage/
☆3月23日開催のゲノム編集セミナーでも
ご案内いたします。セミナー詳細はこちら↓
http://www2.med.osaka-u.ac.jp/ctrlab/seminar.php

CRISPR関連試薬が特別価格! !

ゲノム編集をしたいけれど、
どの試薬がいいの？

カスタムgRNAは
どうやって注文すればいいの？

オフターゲットの
少ない標的配列は？

準備費用がかかりそう・・・。

『ゲノム編集サポート事業』
をご利用ください。

3月26日
Sigma社製品もスタート！


